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福島第一原子力発電所の廃炉を迅速かつ安

全に遂行するためには炉内部の放射性汚染物

や燃料デブリの分布・おおよその放射能の把握

が重要である。通常の放射線検出器を炉内部に

入れると高放射線量のため誤動作、ないしは故

障の恐れがある。日本原子力研究開発機構では

長尺光ファイバーとシンチレータを利用した

リモート放射線量モニタを提案している[1]。光

ファイバー中の伝送損失を低く抑えるために

700～1,100 nmの発光が適しており、われわれ

が開発した Cs2HfI6等の高発光量赤色発光シン

チレータを組み合わせ、これまで実際にリモー

ト放射線量モニタを試作し動作試験を行って

きた[2]。 

Cs2HfI6の発光波長が約 700 nmであり、より

長波長の発光であればさらに伝送損失を抑え

られる。さらに、光ファイバーそのもののシン

チレーション発光・チェレンコフ発光成分が赤

色付近まであることが動作試験の過程で判明

し、より長波長で発光する新規シンチレータの

開発が必要であることが分かった。本講演では、

Cs2HfI6 を出発組成とした新規赤色発光シンチ

レータの材料探索を行い、発光波長や放射線応

答特性を評価した結果を報告する。 

A2MI6（A: アルカリ金属、M: Hfまたは Zr）

からなる組成の単結晶を垂直ブリッジマン法

により育成し、単結晶試験片を作製した。X線

励起発光スペクトル測定から、Rb2HfI6 および

K2HfI6は約 725 nmにピークを持つブロードな

発光を示すことが分かった。しかしそれ以上の

長波長化は見られず、Na2HfI6では Cs2HfI6と同

等の 700 nmへと発光ピークが戻った。137Csガ

ンマ線源を励起源に用いた波高値スペクトル

測定から、各シンチレータの発光量は

Cs2HfI6：~60,000 photons/MeV、Rb2HfI6：~40,000 

photons/MeV、K2HfI6：~33,000 photons/MeV、

Na2HfI6：~43,000 photons/MeVとなった。また、

M = Zrの結晶では明確な光電吸収ピークが見

られなかった。一連の材料探索では Cs2HfI6を

超える発光量を有するシンチレータを得られ

なかったが、Rb2HfI6と K2HfI6の発光量はルビ

ー（Cr:α-Al2O3）などの既存の赤色発光シンチ

レータより十分大きく、発光が長波長化した。

われわれの取り組みで、ルビーと 20 m光ファ

イバーを使用した放射線量モニタの動作を既

に確認している[2]ことから、Rb2HfI6 と K2HfI6

はリモート放射線量モニタに搭載可能であり、

長波長発光により Cs2HfI6よりもシグナル－ノ

イズの切り分け精度向上が期待できる。 
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Figure 1. X-ray excited radioluminescence spectra 

of Cs2HfI6, Rb2HfI6, K2HfI6, and Na2HfI6. 
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